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創価教育研究センターは、本学創立者の足跡や世界からの評価 を正確に伝 えるため、また今

後世界的に行われるであろう池田研究に資するため、さらには学生を中心とした様々な方への

レファレンスの実現のために、関係資料の収集 ・整理に努めている(1) 。その収集範囲は 「創

立者 ・池田大作先生に関係するもの全般」であり、揮毫、著作、研究書、視聴覚資料、物品な

ど多岐にわたる。現在は、収集 したものを記録するためのシステム(所 蔵データベース)や 収

集 していくために必要となってくるシステムを組み上げている段階であり、このシステムの確

立が次の大きな課題 となっている。また、創価大学におけるアーカイブズという観点に立ち、

今後必要 となってくるであろう開学以来から現在に至る歴史を残 していくための作業にも同時

に取 り組んでいる。 どちらも根気のいる作業ではあるが、創立者の精神を正 しく次代へ と伝え

ていくためには何よりもまず正確さを重視 しなければならない。

実際 どのような蓄積をしているのか、平成15年10Eか ら16年3月 にかけての当センターの取

り組みの一端 として、5点 の項目を紹介 させていただく。

1.池 田大作著作翻訳出版目録 ・創立者著作 「翻訳書籍1000冊 」展

創立者の著作は、書籍 として出版されたものだけでも膨大な量があ り、すでに絶版 になって

いるもの、装丁が変わっているものなどを含めると、その全容を把握することは容易ではない。

その中には海外において出版されている翻訳書籍も多数あ り、その広が りは現在33言 語、44力

国 ・地域へ と広がっている(2)。 完全な創立者著作 目録の作成を目指し、その第一歩 として選

び、取 り組んだのが翻訳書籍であった。

当センターにはもともと、寄贈等による翻訳書籍が何百冊かあり、情報収集の傍ら、それら

を活用できるようその整理にあたった。当センター内で一番広いスペースである会議室に翻訳
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書籍を並べ、所蔵書籍の現状を把握するだけの作業であったが、創立者著作の翻訳書籍の全貌

にほど遠いにもかかわらず、多数の言語が対象 となる。その作業は、非常に時間のかかるもの

となった。関係機関か らいただいた情報を集約 してい く中で、当初の予想をはるかに上回る種

類 ・冊数の翻訳書籍の存在がおぼろげに姿をあらわしはじめた。また、増えた情報か らさらに

新たな情報にも気付 くことができ、到達点示不明である取 り組みが本格的にスター トしてい く

こととなった。

翻訳書籍 自体の収集に関しては、本当に多くの方の協力 をいただいた。書籍を寄贈 していた

だいた方々、もともと数が少ない非売品などの理由を持っ書籍の収集 に尽力 してくださった

方々、翻訳出版された国へ行 く機会のある学生等、当センターの取 り組みに共感 して くださる

多数の方々 との出会いも生まれた。その結果の一端を、当センターの研究紀要である 『創価教

育研究』第3号 に 「創価教育研究センター所蔵 池田大作著作翻訳出版 目録(1)」 として、31

言語39力 国 ・地域の771冊 を収録 した。目録は翻訳 されているままの言語によって作成 した。そ

のためのデータ入力やチェック等で、留学生をはじめ多 くの方の力を貸していただ くこととな

った。本号には、新たに所蔵 した翻訳書籍を 「創価教育研究センター所蔵 池田大作著作翻訳

出版 目録(2)」 として収録 している(3)。今回も多くの方の協力をいただいたことは言 うまで

もないことであり、支援 して くださる方々の存在なくしてはここまでの完成を見ることがなか

った目録である。

作業を進めて行 く中で、その量が持っ存在感や当初の予想を遥かに上回る冊数などを学生は

じめ多 くの方にも知っていただきたい と考え、この翻訳書籍を展示するとい う発想を持ち始め

ていた。2003年 の10月29日 、創立者が当センターを訪問される機会があった。創立者は実に丹

念に各所を見 られ、その際、作業途中であった翻訳書籍もご覧になられた。その場での語 らい

を契機に、「創立者著作 『翻訳書籍1000冊 』展」の企画が始動 していくこととなる。

2004年1月10日 、創立者はロシア連邦サバ共和国の北極文化芸術国立大学より 「名誉教授」

称号を授与 され、これが150番 目の名誉学術称号となった。ささやかながらそのお祝いとして、

2004年3月19目 の創価大学第30回 卒業式 ・創価女子短期大学第18回 卒業式より「創立者著作『翻

訳書籍1000冊 』展」を開催することを決定し、一般公開期間は新入生入学後の4月 上旬から中

旬に設定 した。

しかし 「『1000冊』展」と銘打ったものの、2004年1月 の段階では約700冊 を数える程度であ

った。ひ とつの目標を設け、そこへ向けてのピッチを上げた収集作業の甲斐あって、3月!9目

の卒業式の段階では無事1000冊 に到達することができ、一般公開である4月6～18日 の期間に

は、約1100と い う冊i数を展示することができた。

展示の内容 としては、1000冊 を超える数の翻訳書籍を言語別に収めた展示ケースで全体の流

れを作 り、展示スペース中央には当センターが所蔵する翻訳書籍の中で複数冊あるものを置い

た。 これは来場者が直接書籍を手にとることができる閲覧コーナーをとして設けた。その他に

は、把握 している情報をもとに、世界地図上に出版国 ・地域別に何冊出版されているかを示 し

た一覧や、創立者に対 して名誉学術称号を授与した各国の150の 大学 ・機 関の所在を示 した地図

などを展示 した。また、展示会場の一角には、 「池田文庫特別展示一創立者所蔵の国内外の著

者寄贈書籍≡一」 と題 した併設展も設けた。
一番多くの種類があった言語は

、アメリカ合衆国 ・マ レーシア ・日本 ・イギリス ・フィリピ

ン・インド・カナダから出版された計357冊 の英語版書籍であった。次いで、台湾 ・香港 ・マ レ

v-・・シア ・中国 ・日本 ・シンガポールから出版 された計276冊 の中国語版書籍であった。 しかし、
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これらはあくまで当センターで所蔵 している冊数であり、全貌 は把握できていない。現に、7

月から 「『翻訳書籍1300冊 』展」として リニューアルした段階では、それぞれの冊数が変動し

ている。閲覧コーナーには、当センターに複数冊あるものから出展した。そのため全種類 とま

ではいかなかったが、同じページ数であるにも関わらず本の厚みが全く異なるような紙質の違

いなど、ケース越しでは分からないことを体感することができた。大学という場所柄、学生た

ちに各国 ・地域の書籍 に触れてもらうことで、世界を少 しでも身近 に感 じてもらえれば、 とい

うことも考慮 してのコーナー設置であった。世界地図を使用した 「出版国 ・地域一覧」では、

各国 ・地域で出版 されている翻訳書籍の冊数 とともに、その地で最初に出版 されたと思われる

書籍 も紹介 した(4)。 併設展である 「池田文庫特別展示」 とは、創価大学中央図書館内に所蔵

されている池 田文庫の中から、創立者宛 に寄贈され、著者直筆のメッセージが添えられている

書籍 を15点ほど展示 したコーナーである(5)。

展示期間は、2004年3月19日 の卒業式、3月21目 のオープンキャンパス、4月1目 の創価大

学第34回入学式 ・創価女子短期大学第20回 入学式と、4月6～18目 の計19日 であったが、幸い

にも好評をいただいたので、さらに展示期間を延長することとなり、この期間が結果的には第

1シ ーズンとい う形になった。開催揚所は創価大学内の記念講堂の1階nピ ーを使用 したが、

実際は地下に近い場所に位置 しているため、資料保存の観点から湿度の高い梅雨の時期の展示

開催は避けた。出展した書籍が創立者著作の翻訳書籍の全てを網羅 しているわけではないが、

これだけの冊数が揃っている場所は他にはなく、また、当センターとしても1冊 しか所蔵 して

いない書籍 もあったためである。梅雨を避iけ再開の準備をしている間にも書籍は増え続けてい

たために、第2シ ーズンの初 日である7月19日 のオープンキャンパスからは、「創立者著作 『翻

訳書籍1300冊 』展」として再スター トす る形 となった。そして、8H12、17日 の通信教育部夏

期スクーリング、8月22日 のオープンキャンパス、8月27～29目 の夏季大学講座、9月19日 の

オープンキャンパスの計8日 で終了を迎えた。 この間、サマースクールで創価大学を訪れた東

京創価小学校の5年 生や、創立者著作を数多く中国語に翻訳 されている†立強先生など、様々

な方から見学の希望をいただいたため、一般公開目以外にも展示会場を開く機会があった(6)。

東京創価小学校の5年 生の中には、授業の英語だけでなく、個人的にスペイン語やハングル

などを学んでいる児童 もいた。展示を観ている最中は、文字に対して 「絵みたい」「ぜんぜん読

めない」など感想を述べっっ書籍を手に取っていたが、後 日、若井東京創価小学校長からお電

話 をいただき、「英語と、もうひ とっ挑戦 したい」という感想を持った児童が多かった とい う話

を伺った。好奇心旺盛な子 どもたちだからこそ、少 しのきっかけからでも世界を身近に感 じて

いただけたようである。
一ド立強先生には

、「創立者の書籍 を翻訳 されようとしたきっかけはなんですか?」 とい う質

問をさせていただいた。すると、「30年前に北京大学の日本語学科にいた ときに池田先生にお会

いしました。1974年 です。池田先生にとっては第二次訪中の時だと思います。先生は学生や私

たちと一緒に食事をしてくださり、手品も見せてくださいました。先生は青年をとても大事に

してくださっていたと思います。今、創価大学は学生のための大学 と謳ってお りますが、まさ

に私がお会いした時からずっと、池 田先生は青年を大事にされているのだ と感 じます。その時

の先生の人格的魅力がとても印象に残 り、その後先生が北京大学に寄贈された本を読み、感動

し、翻訳 したいと思いました。今、私は71歳 です。中国語への最初の翻訳 となった 『私の履歴

書』を訳 したのは1980年 代で した」 と、語っておられた(7)。 続けて、「翻訳する際、何かご苦

労はありますか?」 と伺ってみると、「苦労はありません。心の栄養ですから。自分の人生にと
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って必要なものだと思います。上海に戻 りましたら、ますます翻訳 していく決心です。池 田先

生にもお手紙を書きました。『二十一世紀への警鐘』は10万 冊以上出版 されています(8)。 中国

が経済発展 していく過程で環境問題が浮上 してきたからだと思います。今、上海では地下鉄の

駅にも先生の言葉が掲げられています。それだけ中国国民にとって池田先生の言葉は人生の指

標 となるものだということでしょう」 と言われていた。現在33言 語、44力国 ・地域で、翻訳 さ

れ出版 されているが、そこに携わる方の数だけの思いがあり、創立者 との出会いもあるのだと

い うことを垣間見、その結果 としてこれだけ世界に広まっているのだとい うことを実感 したひ

とときとなった。

3、4月 の第1シ ーズンに約1700人 、第2シ ーズンの7、8、9月 に約2800人 、計約4500人

の方々に来場 していただくことができた。中には、翻訳書籍が出版 されている国に行ったこと

がある経験を持っ人も少なくなく、展示会場で新しい情報 を得るということも数多くあった。

これは、展示 とい う形での情報発信による利点のひとっと言えるだろう。来場者の層は、まさ

に老若男女とい う言葉があてはまり、様々であった。『聖教新聞』紙上などで紹介 された書籍を

入手できたらす ぐに展示する等、常に内容を更新していたこともあってか、中には2回3回 と

足を運んで下さる方も少なくなかったようである。会場に用意しておいた感想ノー トには とく

に学生たちの読書や語学 ・留学などへの挑戦の決意が溢れ、新入生を歓迎 し、触発す る展示と

なった と思われる。

日本の書籍は どの程度世界で翻訳されているのだろうか。その上で、これだけ幅広い言語で

翻訳 されている日本人はいるのだろうか。33言 語、44力 国 ・地域で出版 されている事実が持…っ

意味を再確認する必要があろう。1300冊 以上もの創立者著作の翻訳書籍が実際に集結すること

自体が初めてのことであり、創立者の170を 超える名誉学術称号受章の要因の一端において、各

国で翻訳出版 されているこうした書籍が担 う役割も大きいのではないかとい うことを感 じずに

はいられない。文字が違えば当然デザインの仕方も変わって くるといった、考えてみれば当た

り前の装丁の違いなども見比べることができた。同じ内容の本がい くつもの言語で翻訳 されて

いるケースは多いのだが、当然その数だけの違ったデザインが存在する。内容が同 じであると

いうことは、その国 ・地域の書籍の内容に対するイメージを知ろうとするうえで、 「装丁」が

ひとっの情報源 となるのではないだろうか。結果的には、創立者の思想や哲学 とい うものの世

界への広が りや世界からの評価を、1300冊 以上の翻訳書籍が多様な角度からリア リティを持っ

て示 してくれる展示 となった(9)。

2.創 立者の全著作目録作成への取 り組み

創立者の全著作といったとき、どのようなものがどれだけ存在するのか。著作権法によると

「著作」は、(1)「 思想又は感情」を表現したものであること(2)思 想又は感情を 「表現し

たもの」であること(3)思 想又は感情を 「創作的」に表現したものであること(4)「 文芸、

学術、美術又は音楽の範囲」に属す るものであること、と定義 されている(lo)。具体的には、

著者が著作 したものには文芸 ・学術 に関する著述、美術 ・音楽 ・写真 ・建築 ・彫刻などが含ま

れる。それを踏まえた うえで創立者の著作を挙げてみると、まず、翻訳書籍の底本 ともなる単

行本がある。『聖教新聞』にも多 くのものが掲載 され、聖教新聞社の各機関紙や創価学会の関連

団体が出版 している雑誌 ・新聞への寄稿もある(11)。また、全国紙や地方紙な どへの寄稿も多

く、雑誌等へも幅広 く寄稿 している(12)。著名 な作家の単行本に序文な どを寄稿 しているもの

もある。創立者は、とくに海外では写真家 としての評価も高い。また、作詞 した歌も少なくな
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い。

厳密に言えば 「全著作」 という枠には入 らないものもあるだろうし、映像や音声の存在 もあ

る。 ビデオや レコー ドをはじめとした視聴覚資料は、文字からでは分からない創立者のしぐさ

や声を残すことができる媒体である。この分野は技術進歩の速度が速 く、今後も新たなハー ド

が誕生 してい くことだろう。 どの形態で残 していくかにっいてはさまざま模索中ではあるが、

ハー ドの進歩に対応するために、ソフ トである視聴覚資料の方にはある程度の柔軟性を持たせ

てお く必要性が出てくるはずである。形態が違 う以上、書籍 と違った対応 となるのは仕方がな

いが、創立者のことを直接知ることのできない世代に移行 したときに、重要な価値を持つ資料

となってい くことだろう。

海外の雑誌等への寄稿も多々あるが、これには翻訳書籍 目録作成の作業で得た経験が大いに

役立ってくれるはずである。 とにか く膨大な量ではあるが、関係各所に協力 していただきなが

ら収集 と目録化を進めているところである。

創立者は毎年1月26日 のrSGIの 日」に併せ、『聖教新聞』紙上において 「『SGIの目』記念提

言」を発表しており、この提言を地方紙が紹介することも少なくない(13)。SGI(SokaGakkai

International)は1975年1月26日 に発足 し、1983年 の第8回 「SGIの目」にはじめてSGI会 長で

ある創立者が提言を発表 した。それ以来、毎年続いているものである。その内容は平和への考

察であり、軍縮 ・人権 ・非暴力 ・対話などへの具体的な提案 となっている。全著作に関して最

終的には全文データベースの構築も視野には入れているが、まだ 目録が調っていないため、今

後の課題のひ とっである。だが、枠組を狭めたうえでのデータ化は取 り組みはじめてお り、こ

れまでの 「『SGIの日』記念提言」などの全文データ化は終了 し、毎年一回データ化を行 う流れ

が整っている。今年(2005年)の1月26日 でSGIは30周 年を迎える。今後 どのように活用できる

かは推測できないが、様々な研究には必要 とされるはずである。

3.170の 名誉学術称号 に関する記録の整理

創立者は世界各国の大学 ・機関から数多くの名誉学術称号を受章している。

1996年11月2日 、ロシアの極東大学名誉博士称号授与式の謝辞において創立者は、イギ リス

の歴史家アーノル ド・トインビー博士との対話についてふれている(14)。

「思い出すのは、 トインビー博士 との出会いである。博士の私邸で、何十時間にもわたって

語 り合った。博士のほうか ら、ご連絡をいただいた。『若き仏法の哲学者、仏法の実践者に会い

たい』 と(ユ5)。博士は心臓を悪 くしてお られた。 日本に来ることができない。そこで私のほ う

から、博士のもとへ うかがったのである。対話の終わりに博士は言われた。『私は世界の大学か

ら多 くの名誉博士号をいただきま した。一番、尊いのが教育の世界の栄誉です。私の 目にまち

がいがなければ、あなたの知性は将来、私以上に多 くの名誉博士号を受けるにちがいありませ

ん』 と」(16)。

この極東大学からの授与は40番 目であったが、 トインビー博士の卓越した先見性を証明する

かのごとく、創立者の・名誉学術称号の数は、現在(2005年IE末 時点)、170に およぶ(17)。

この事実を正確に後世に伝えるため、各授与式が掲載された新聞を整理し、データ化する作

業に取 り組んでいる。各大学か らの授章の辞 と、創立者の謝辞をともに整理している。また、

新聞記事そのものも複製 し、関連記事も保存 している。この蓄積もまた、本格的な研究には必

要不可欠な大きな財産になっていくであろうことを確信している。

2003年12月 末から2004年1月 中旬までの授章の辞 と、謝辞のデータと新聞記事をもとに一冊
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の本を制作 した。本 自体の制作期間は、先に紹介させていただいた 「池田大作著作翻訳出版 目

録(1)」 と 「創立者著作 『…翻訳書籍1000冊 』展」の作業と平行した形になった。この本は創立

者の150番 目の授与を記念し、『150の軌跡一名誉博士 ・名誉教授受章の記録一』と題 して、ひと

っにまとめたものである。!50番目となった北極文化芸術国立大学名誉教授称号の授与が決定し

た段階で制作にかか り、その記事の新聞掲載を待ち、完成を迎えた。

170の名誉学術称号はその称号内容も様々であり、名誉教授が68、名誉博士が43、 名誉文学

博士が15と続 く。これで126だ が、名誉教育学博士、名誉法学博士などさまざまな形で各機関か

らの授与を受けられており、その種類の幅は26を数える。 どの機関の名誉学術称号も 「高等教

育機関 として、その行動を称 えるべき人物」に対 しての授与であるはずである(18)。その機関

が存在する以上授与した事実は残るものであり、「誰に授与するか」についての判断は、それを

他者から見られる側面も持つ。だからこそ授与の決定は慎重に行われ、時間をかけた調査が必

要とされる。そのためかどうかは定かではないが、世界からの初受賞である1975年 のモスクワ

大学名誉博士号から1999年 の南京大学名誉教授号までが71(98年 、99年 がそれぞれ12)、2000

年のサンク トペテルブルク大学名誉博士号から2005年1月22日 のペルー国立教育大学名誉博士

号までが99と なってお り、とくに2000年 には27が集 中している(19)。この21世 紀か らの件数の

変化も、授与式においての授章の辞 とそれまでの創立者の行動などを分析 したときに、新しい

発見があるのではないか。授章の辞でいえば、「創立者」やrSGI会 長」など、授章側の呼称の

仕方にも授与式によっての違いが見える。それぞれの高等教育機関が、創立者のどの部分を特

に評価して称号授与の決定に至ったか、また、それが時間を重ねる中でどのように変化 してい

っているのか。この部分を探ってみることは、創立者の行動と思想 ・哲学の広がりを認識 して

いくために極めて重要であろう。

4.キ ャンパス内の名称調査

創価大学のキャンパス内には名前がつけられている場所が各所にあ り、その数はキャンパス

の成長に伴い、180ほ どになっている(20)。

しか し、その時代ごとに作られたキャンパスマップはあっても、名称をひとっの地図上に集

約 した形でのものは今まで存在 しなかった。それは、創価大学のキャンパスが約35年 の問に大

きく発展 し、開学当初 とは地形も変わり、名前がっけられていても現在のキャンパスマ ップで

は存在 しないというケースも多 くあったためであろう。しか し、それぞれの名称には由来もあ

り、「創価大学の歴史を残 してい く」とい う視点に立ったときには、欠かすことのできないもの

のひ とっであった。

そのままにしておくと、歴史に埋もれた名称も数多 くあったかもしれない。実際、全ての名

称を挙げることができる"現 役学生"は いないであろう。それを知っていることで学生生活に

どれだけの影響 を及ぼすかは定かではないが、少なくともそのひ とっひとっに創立者の学生た

ちや大学への思いが込められていることは確かである。その思いを次代に伝えることは大学 と

しては必須の作業ではないだろうか。

まず、様々な時期に作られたキャンパスマ ップを集め、その資料をもとに一枚の地図に名称

を集約 させた。その上で実際にキャンパス内をまわり、当時の状況から変わっている場所など

の情報を丁寧に整理した。そして、開学当初から大学に勤務 されている方などに作成 した地図

を見ていただき、名称の由来などとともにその場所で間違いないかを確認 した。一応の完成を

みた地図は 「キャンパス名称一覧」と名付け、創立者にも見ていただくことができた。現在は
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文系校舎A棟 のエレベ・一一一タの脇に掛けられている。A棟 はキャンパスの中でも一番古い建物で

あ り、創価大学の今までの発展の出発点とも言える場所であるとともに、学生の出入 りがキャ

ンパスの中で一番多い場所でもある。

また、キャンパス内には創立者の揮毫も多く存在している。大学の各施設や事務所、自治会、

クラブ、学生個人に贈 られているものもある。各団体への揮毫だけでも写真に撮 り、データで

保存できれば と考えている。石に彫られ 「碑」となっているものは時代を超えることもできる

が、サインペンなどで書かれたものの中にはすでに消えかかっているものもある。そういった

ものに関しても、修復を試み、それが無理なようであれば存在した証拠だけでも残るようにし

ていきたい。

5、 『新 ・人間革 命』 「創価 大学 」の章 に関連 して

創立者の代表的な著作のひ とっである 『新 ・人間革命』に、一昨年(2003年)、 「創価大学」

とい う名の章が連載された。この 『新 ・人間革命』は、1993年 から 『聖教新聞』紙上で連載が

続いている。その中で執筆された 「創価大学」の章は、創価大学の開学前から草創期 と言われ

る時代、そして現在までに起こった代表的な事柄を 「創立者の視点」から綴 られた、創価大学

史にとって最重要 といっても過言ではないものである。

創価大学の歴史に正面か ら取 り組むためにまず必要なこととは 「創価大学」の章に取 り組む

ことであり、これをどれだけ理解し熟知できるかが重要である。そ して、章にも詳 しく書かれ

ている建学の精神や学生たちの大学建設への取 り組み、創価大学の発展の軌跡をより具体的に

残 していくための鍵が 「創価大学アーカイブズ」である。「創価大学」の章を中心とした創価大

学の歴史を構築 してい くことは、「創価大学アーカイブズ」を発展させていくことに繋が り、今

後の大学建設の土台にもなっていくことになろう(21)。

当センターは 「創価大学」の章への最初の本格的なアプローチ として、「創立者著作 『翻訳

書籍1000冊 』展」に続 く展示を企画した。「創価大学」の章をべ一スにしたこの展示のタイ トル

は、「創価大学の章を見る」と決定した。開催期間は、基本的には 「『翻訳書籍1000冊 』展」の

期間を踏まえる予定であり、現在(2005年1月)は 準備 に取 り掛かっている。予定している内

容 としては、

・章の中に登場する場面 ・場所の当時の写真

・当時に制作 された小冊子やパンフレット

・当時の音(声)が 残っている映像やテープ等

・当時を知る方々の話

などを章のス トーリーに沿った形で展示 していこうとい うものである。あくまで 「創価大学」

の章の流れに忠実に、様々な形でアプローチをしていくことを前提 としている。章の大半が開

学直後から草創期までの期間ということもあり、当時を知る方々にとっては懐かしく、現役生

にとっては、章に書かれた出来事が 「数十年前にこの創価大学で実際に起こった」とい うリア

リティを感 じることのできる機会となるはずである。

また、展示 とリンクした形でのフォーラムの開催も企画 しており、草創期の方々を中心に話

していただくことを予定している。このフォーラムのタイ トルは、「創価大学の章を聞く」で決

定した。この企画は、展示 と連動させることによって、「創価大学」の章そのものをさらに多様

な角度から読み深めることにもっながるだろう。同時に、創価大学の草創期を歩まれた方々が

お話 しする内容は、創価大学史の中でも、非常に貴重な財産のひとっ となっていくはずである。
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なぜ創価大学が誕生 したのか、これから先 どのような大学に成長 していくべきなのか、といっ

たようなことを、創立者 と学生が共に育ててきた創価大学の歴史を振 り返ることで再確認がで

き、その意気が現役学生へ と伝わるような展示を目指 している。

おわ りに

今回紹介 した作業は、創立者の行動や思想の広がりが拡大 していく以上は今後も長 く継続 し

て行 うものであり、どれもが 「立ち上げた」とい う段階である。創立者は、SGI会長 として世界

を舞台に行動を展開されている。その軌跡を正確に整理する作業は、到底一朝一夕にできるも

のではない。その作業範囲を創価大学 という枠に限定 したとしても、創立者のことをより深 く

知っていくためにはその対象はかなり広範にならざるを得ない。

創立者は1974年 に周恩来総理 と会見 された。1978年8月 から 『サンデー毎 日』に寄稿 され、

後に単行本化 された 『忘れ得ぬ出会い』(毎 日新聞社、1979年)の なかで、 「『二十世紀の最

後の二十五年は、世界にとって最 も大事な時期です』淡々と語 る言葉が、今 も耳元に鮮やかで

ある。(中 略)訪 中で推進 した教育交流の一環 として、私の創立した大学に、中国の若き友人

が留学している。そのキャンパスに、私はその人たちに 『周桜』の記念植樹をしてもらった。

くる年も、くる年も、春の日溜ま りのなかで桜花が咲く。それは、私にとって"一 期一会"の

証のように思えてならない。」 との心情を述べ られている(22)。 日中国交正常化に関わる重要

な歴史の証拠が創価大学のキャンパスに今も残っている。

数ある翻訳書籍の中でも、最 も多くの言語で出版 されているのはアーノル ド・トインビー博

士 との対談集 『二十一世紀への対話』(文 藝春秋、1975年)で あ り、それは第一部第一章 「人

間はいかなる存在か」から第三部第三章 「善悪と倫理的実践」まで広範な内容の対談になって

いる。 『忘れ得ぬ出会い』の中で創立者 は、 「思えばあの対談は、博士の研究の生涯が、まさ

に最後の燃焼に向かっていた時、未来に警鐘をとどめようとの共通意志から企てられたもので

あった。私の胸には、対談の冒頭に語調強く言われた博士の言葉が乱鐘のように湧き響 き、力

づけてくれる。 『や りましょう!二 十一世紀の人類のために、語 り継ぎましょう』」と、思い

出を綴 られている(23)。 この対談集は30年前に出版 され、現在では24言 語へ と翻訳 され出版さ

れている(24)。 この 『二十一世紀への対話』が トインビー博士の最晩年の著作 とな り、創立者

はこの出会いの後、世界中の数多くの識者 との対話を展開されてきた。

この『忘れ得ぬ出会い』には、周総理や トインビー博士のように世界を舞台とす る識者の方々

だけでなく、ある無名の町医者や初老の駅員など、あ りとあ らゆる人々 との大切な"一 期一会"

を紹介 されている。この本のまえがきの中で創立者は、 「私はそれ らの出会いを通しても、多

くを学んだ。また一っ一っの言葉をかみ しめた。(中 略)回 数に限りもあり、まだ書きたい人

がいる。また今もそうした出会いがつづいている。私は、そうしたすべてを私の心の宝 としな

がら(中 略)毎 日の生活のなかに、人間と人間を結ぶ平和のオアシスを広げゆく出会いをどこ

までも、と念 じている」 と書かれている。

その言葉 どおりの実践の結果、世界中に友人が生まれ、33言語以上で書籍が出版され、世界

のいたるところで創立者の行動 と思想が高く評価 される時代が到来 した。世界への道を拓き、

人間と人間を結び続けられている創立者は、青年に次の時代を託 され、その成長に大きな期待

を寄せられている。その過程における創立者の実践行動、学生 との一対一の出会いなどをより

正確に残 し、次代の青年にも伝えていくことが重要であると捉えている。当センターの蓄積 し

た資料がいずれ、 「創価教育とはどうい うものなのか?」 という創価の淵源でもある命題を、
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より多くの言葉で表現 し、伝え残すための一端を担っていくことであろう。

(注)

(1)現 在 、世 界の知性 による本格 的な池 田研 究が展開 されは じめてい る。 中国 ・北京大学 の 「池 田大作

研 究会」。 イ ン ド ・ガ ンジー非暴力 開発セ ンターの 「池 田価値創造 セ ンター」。 アルゼ ンチ ン ・ロー

マス ・デ ・サモー ラ大学の 「池 田哲学普及 常設委員会 」な ど、池 田研 究 を主 目的 とした機 関が各 地に

設 立 され活 動を開始 してお り、 とくに中国はい くつもの大学が取 り組 み をは じめてい る(本 号 、高橋

強論稿等 を参 照のこ と)。 当セ ンター は、世界 に広が りつつあ る池 田研究 をっな ぐ拠点 として、また、

日本 だか らこそ可能 な基礎研究 を行 う機 関 となるこ とを 目指 して、創 価大学で地道な蓄積 を開始 して

いる。

(2)こ の詳細は、以下の通 りである。

イ タ リア語、イン ドネシア語、 ウル ドゥー語、英語 、オ ランダ語 、オ リヤ語、 クメール語、 シンハ

ラ語 、ス ウェーデン語、スペイ ン語、ス ワヒ リ語、セル ビア語、 タイ語 、タ ミール語、チェ コ語 、中

国語 、デ ンマ ーク語 、 ドイ ツ語、 トル コ語、ネパール語、ハ ンガ リー語 、ハ ングル、 ヒンデ ィー語、

フィ リピノ語、フランス語、ブルガ リア語、ベ トナ ム語、ベ ンガル語、ポー ラン ド語、ポル トガル語、

マ レー語、モンゴル語、 ロシア語の33言 語。

アメ リカ、アルゼ ンチ ン、イ ギリス、イ タ リア、イ ン ド、イ ン ドネ シア、 ウル グアイ、オ ランダ、

カナ ダ、韓 国、 カンボジア、キ ューバ、ケ ニア、 シンガポ ール、スイ ス、ス ウェーデン、スペイ ン、

セル ビア ・モ ンテネ グ ロ、 タイ、台湾、チ ェコ、 中国、チ リ、デ ンマ ーク、 ドイツ、 トル コ、 日本、

ネパール、ハ ンガ リー 、バ ングラデ シュ、フィ リピン、ブ ラジル 、フ ランス、ブルガ リア、ベ トナ ム、

ベネ ズエ ラ、ペル ー、ポー ラン ド、香港、マ レー シア、 メキシ コ、モナ コ、モン ゴル 、ロシアの44力

国 ・地域。

(3)『 創価教 育研究』第3号 「創価教育研究センタ・一一…所蔵 池 田大作著作翻訳出版 目録(1)」

『創価教育研 究』第4号 「創価教 育研究セ ンター所蔵 池 田大作著作翻訳 出版 目録(2)」 参照。

(4)当 センターが所蔵 している中で、特 に初期の ものを紹介 させ ていただ く。

LθoturesonBt/ddhism!Vol.1,TheSeikyoPress,1962

Thθkumanrevolution!Vol.1,TheSeikyoPress,1965

(5)有 吉佐和子 『複合 汚染その後』(潮 出版社、1977年)、 井上靖 『おろ しや 国酔夢諌』(文 藝春秋、

1974年)、 松下幸之助 『私 の夢 ・日本 の夢 ・21世紀 の 目本』(PHP研 究所 、1977年)、 毛利衛 『毛利衛=、

ふわっ と宇 宙へ』(朝 日新聞社 、1992年)な ど。

(6)目 本文学研究 、翻 訳専門家。1955年 、北京大学 日本語科卒業。元北京 大学教授。 北京 大学 日本語科

の主任、 アジア ・アフ リカ研 究所副所長、 日本研究セ ンター常任副主任 な どを歴任。石川 啄木 、小林

多喜二、島崎藤村、 田宮虎彦、陳瞬 臣な どの著作を翻訳。

(7)創 立者 は1974年5月 に初めて訪 中し、 中 日友好協会主催の歓迎宴 の席 上、北京 大学へ の図書寄贈 と

日本へ の青年 ・学生20人 の招 待 を提案。同年12Eの 第二次訪 中の さい に、北京 大学へ の図書5000冊 贈

呈式が行われ た。

中国語版 『私の履歴書』 は、1984年 に吉林人民出版社か ら出版 された。

(8)『 二十一世紀へ の警鐘 』(読 売新聞社、1984年)。 ローマ ・クラブの創始者 であるア ウレリオ ・ペ

ッチ ェイ博 士 との対談集。 同書の英語版、Bef・reitistoolateと 同時 に翻訳 ・出版が進 め られ た。

現在では15言 語で翻訳 されている。

(9)『 聖教新 聞』2004年7月25日 付 に掲載 された香港のブ ック ・フェアの記事を抜粋 して紹介す る。

【香港 コンベ ンシ ョン ・エキシ ビシ ョン ・セ ンターで21日 に開幕 した 「2004年香港ブ ック ・フェア」

(主催 ・香港貿易発展局)に 、 「対話のカー池 田大作 コーナー」 が設 けられ、反響を呼んでい る。

本年で15回 目を迎 える同ブ ック ・フェアは、世界最大規模 を誇 り、香港 内外か ら367の 出版社 ・機 構
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が参加 している。

"池田大作 コーナ ー"は 、会場 のほぼ中央 、香港最大手 の出版社 である天 地図書の区画 に。一人 の

作者 のコーナーが設 け られ るのは、 日本人初 である。

ここに展示 されてい るの は、香港 はも とより中国各 地、台湾、シ ンガポ ール、 マ レーシア で刊行 さ

れた80種 類の池 田SGI会長 の中国語書籍。対談集か ら詩集、散文集、童話な ども。

とりわけ、香港のマス コミでも話題 を呼んだ 『旭 日の世紀 を求 めて』(金 庸対 談)、 『20世紀 の精

神の教訓』(ゴ ルバチ ョフ対談)、 ベ ス トセ ラー となった 『社 会 と宗教』(ウ ィル ソン対談)、 『青

春対話』 などが、注 目を集 めてい る。

初 日、同コーナー を訪れた香港 出版協会 の李祖澤会長(中 国政治協商会議全国委員)は 、SGI会 長 の

著作の高い啓発性 を評価。 「いずれ も心 に響 く良書で あることは、 出版界 でいつ も話 題です。そ のい

くつかは、私の"座 右の書"に もなっています」 と述べた。

また、香港大学 の簡麗沐博士(元 ・同大学 図書館長)は 「池 田先生 の作 品は、学生か らの人気 が高

い。精神 が大いに触発 されるか らではないで しょうか」 と。】

こ ういった記事 はい くつかあるが、実物の翻訳書籍 に触れ るこ とに よって、 よ りリア リテ ィを感 じ

ることができた。

(10)文 化庁 ホームペー ジ(http://sv;viv,bunka.go,jp/)参 照。

(11)小 学生文化 新聞、 中学生文化新聞、高校新報 、創価新報 、潮 、大 白蓮華、パ ンプ キン、灯台、第三

文 明、 グラフSGIな ど。

(12)創 立者 が今 までに寄稿 された新 聞で当センターが把握 してい るもの を以下 に紹介 したい。なお、雑

誌 については種 類が多いので連載が掲載 された誌名 をい くつか紹介 させていただ く。

新聞は、会津新聞、青森新聞、秋 田魁 新報 、朝 日新聞、天草毎 日新聞、伊勢新 聞、いわき民報、岩

手 日日新聞、岩手 日報、愛媛新 聞、大分合 同新聞、大阪新聞、大崎 タイ ムス、大館新報 、岡 山日 目新

聞、沖縄 タイムス、沖縄パ シフィックプ レス、鹿児 島新聞、鹿児 島新報、神奈川新 聞、河 北新報、神

静民報 、紀伊 民報、北 日本新 聞、 岐阜新 聞、岐阜 目日新聞、京都 新聞、釧路新 聞、熊本 日目新聞、県

民福井、高知新聞、神戸新 聞、今 日新 聞、埼 玉新聞、佐賀新聞、札幌 タイ ムス、 山陰中央新聞、 山陰

中央新報、サ ンケイ新 聞、産経新 聞、 山陽新聞、 四国新聞、静 岡新聞、信濃毎 日新 聞、下越新聞、下

野新聞、 ジャパ ンタイ ムズ、週刊 アキタ、週刊読書人、荘 内 目報、上毛新 聞、 常陽新 閤、杉並新聞、

須坂新聞、千葉 目報 、中外 日報 、中国新聞、 中目新聞、東奥 日報、東京新 聞、東京 タイムズ、徳島新

聞、富 山新聞、長 岡新 聞、長 崎新聞、名 古屋 タイ ムズ、奈 良新聞、奈 良 日日新 聞、新潟 日報、西 目本

新 聞、 日刊新愛媛 、 目本海新 聞、 目本金融通信、 日本経済新聞、函館新 聞、東愛知新聞、福井新 聞、

福島民報 、福 島民友 、文化創造 、北陸 中 日新聞、北海 タイ ムス、北海道新 聞、北国新聞、毎 日新 聞、

三重新 聞、南紀 州新 聞、南 日本新聞、宮崎 日目新聞、室蘭 民報、盛 岡タイ ムス、八重 山毎 日新 聞、八

幡浜新 聞、山形 新聞、 山口新聞、 山梨新報、 山梨 日日新 聞、夕刊 フクニチ、米沢 日報、読売新 聞、琉

球新報、和歌山新 聞、和歌 山新報。

雑誌 は、週 刊朝 日、週刊読売、サ ンデー毎 日、財界 九州 、女性 自身、主婦 と生活、マイ ライフ、ダ

イヤモ ン ドセールスマネ ジャー一一な ど。雑誌へ の寄稿の数 だけで も優に500を 超 えてい る。

(13)中 外 日報、ジャパ ンタイ ムズ、 山形新 聞、琉球新報、今 日新聞、長岡新聞、荘内 日報な ど。

(14)イ ギ リスの歴史家。オ ックス フォー ド大学研 究員 を経 て、第一次大戦 には外務省情報 部に勤務、パ

リ講和会議にはイ ギ リス代表 団中東部員。 ロン ドン大学教授 、王立国際問題研究所研究部長 、 ロン ド

ン大学国際関係史教授 を歴任 した。 その間に外務省調 査部長を務 める。世界政府 の創設 を主唱 し、そ

の大著Astudyofhistortiで 、総合的な観 点か ら全人類史に新 しい展望 をひ らいた。

(15)『 創価教育研究』第3号 、北政 巳 「『21世紀 への対話』に臨んだ トイ ン ビー博士 の歩 んだ道」参照。

(16)『 聖教新聞』1996年1月3日 付3面 よ り抜粋。

(17)表A参 照。
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(18)そ れぞれ の機 関が創 立者 に称 号を授 与す る際 の受 章の辞 で、創 立者 の実践や世界か らの評価 につい

て、また、授与 に至 った経緯 な どが話 され る。そのひ とっの例 として、1994年6E15日 の グラスゴー

大学(イ ギ リス)の 名誉博士号授与式 において のマ ンロー評議会議長 の 「推挙の辞」の内容 を、 『聖

教新聞』1994年6.月17日 付2面 よ り抜粋 して紹介 させ ていただ く。

【議長 に申 し上げます 。評議 会の名 をもって、私 は、評議会 が推 挙す る この人物に対す る名誉博士

の学位授 与を要請いた します。

1971年 春 、東京郊外 ・八 王子 の緑 の丘陵 に新 しい大学、創価 大学が開学 され、最初の学生 を受 け入

れま した。一見す る と創 価大学は同時期にで きた他 の大学 と違 いない ように見え るか もしれ ませ ん。

しか し、創価大学 を他 の新設 大学か ら際立たせ てい るものは、創立者 ・池 田氏の ビジ ョンと着想 であ

ります。創立者 ・池 田氏は、その価値観 と 目的意識 によ り、同大学 を、年月 をか けて、現在の 日本 で、

教育上、最 も進歩 的な大学に されま した。

(中略)第 二次大戦 の中で成 人にな られた池 田氏 の人生の方 向を決定づ けたのは、1947年 、戸 田城

聖氏 と出会 い、氏の弟子 にな られた ことであ ります。戦争 の傷 あとのいまだ癒 えぬ ころであ りま した。

(中略)1960年 、池 田氏は、戸 田氏 を継 ぎ、第 三代創価 学会 会長 に就任。i教育 ・文化 を革新す る画

期的 な時代 を開始 されま した。そのなかで、幼稚 園か ら中学 ・高等学校 まで、日本 の主要都市 に開校。

また、 より高度 の教育のた めに創価大学 を創立 されたのであ ります。

芸術 の分 野では、63年 に民音 を創 立 され ま した。 民音 は世界 と日本の文化交流 を促進す るもので、

(英国の)ロ イ ヤル ・オペ ラや、 ロイヤル ・バ レエ 団、その他 を招 へい しています。83年 には、東京

富士美術館 を創大 に隣接 して開館 され ています。グラス ゴー大学 にあるハ ンテ リアン美術館 と同様 に、

西洋 ・日本の素晴 らしいコレクシ ョンを学者や学生、来場者 に公開 しています。

(中略)1970年 か ら1980年 にかけて、創 価学会 は世界的 団体 とな り、初代SG工会長 となった池 田大作

氏 は世界 平和に身 を捧 げられています。国連 の理想 と活動への支援 に よって、国連平和賞、 国連難 民

高等 弁務 官事務 所か らの人道賞 をは じめ、多 くの政 府や団体か らおびただ しい賞 をもって評価 されて

います。

教育の分野 において も、池 田氏 は同じ国際主義の精神 を示 され、世界 を広 く旅 して、主要 な大学で

講演。現代 の社会、政治、環境の問題 に関 し、仏 教者 の視点か ら論 じてお られ ます。氏 の奨励 によ り、

創 価大学は、 日本の大学の 中で最 も海外 に開かれた大学のひ とつ とな り、カ リフォルニア にキャンパ

スを もち、パ リに ヨー ロッパ語学研修セ ンターを開設 し、 グラス ゴー大学 を含 め、世界の約40の 大学

と学術交流 を推進 しています。

総長に 申し上 げます。池 田氏 は大 きな宗 教団体の長で あ り、国際的 な人道主義者 であ り、世 界の文

化界の重要な人物 であ ります。そ の うえで本 日は、基本的 に氏 を教育者 として、 また、我 がグラス ゴ

ー大学の友人 として、学位 の授与 を求め功績 をたた えたい と思 うものであ ります。

(中略)私 人 として の池 田大作氏 について も述べ るべ き点は多 くあ ります。池 田大作氏 は、優 秀な

学者で あ り、多 くの哲学探究 の書 の著者 であ り、特 に風景 をとらえる、優れた アマチ ュア写真 家であ

ります。 また、若い ころか ら、 内面の精神 と心情 を詩歌 とい う静謹 な芸術 に表現 されて きま した。

(中略)総 長。 ここにおいて私 は池 田大作氏に、名誉博士号を授与 され るよ う要請 いた します。】

(19)表B参 照。

(20)宝 来 の道、春風 の道 、暁の道 、桜花 の道 、栄光 門、文学 の池、満天 の庭 、滝 山寮、学修館 な どのよ

うな名称 がキャンパス内の様 々な場所に命名 され ている。

(21)『 創価教 育研究』第4号 、中村 顕一郎 「大学アーカイ ブズにお ける学 生の位置 づけ一創 価大学 の学

生 出版物を手がか りにして」参照。

(22)28-30ペ ージ。

(23)218-219ペ ー ジ。

(24)1975年 に 目本語 で発 刊 され、次 に英語版 が1976年 にKodanshaInternationalLtd.よ り発 刊 された。
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そ の2つ を は じめ と して 、 中 国語 、 ドイ ツ 語 、 ハ ン グル 、イ タ リア語 、

チ ェ コ語 、 ヒンデ ィー 語 、 な ど24言 語 で 翻 訳 され て い る。

フ ラ ンス 語 、 ポ ル トガ ル 語 、

表A創 立者受章の名誉学術称号一覧

No, 受 章年月 日 授 章大学 ・学位 国

1 1975.5.27 モスクワ大学名誉博士 ロシア(旧 ソ連)

2 1981.4.10 国立サンマルコス大学名誉教授 ペ ノレー

3 1981.5.21 ソフィア大学名誉博士 ブルガリア

4 1984.6.5 北京大学名誉教授 中国
5 1984.6.9 復且大学名誉教授 中国
6 1987.2.10 サントドミンゴ国立 自治大学名誉教授 ドミニカ共和国
7 1990.3.1 ブエノスアイレス大学名誉博士 アルゼンチン

8 1990.3.10 グアナファト大学最高名誉博士 メキシコ

9 1990.11.3 武漢大学名誉教授 中国
10 1991.1.30 マカオ東亜大学(現マカオ大学)名誉教授 中国(マカオ)
11 1991.4.21 フィリピン大学名誉法学博士 フィリピン

12 1991.5.15 パレルモ大学名誉博士 アルゼンチン

13 1992.1.30 香港中文大学最高客員教授 中国(香港)
14 1992.6.24 アンカラ大学名誉博士 トル コ

15 1992.10.14 中国社会科学院名誉研究教授 中国
16 1992.12.22 ナイロビ大学名誉文学博士 ケニア

17 1993.2.11 リオデジャネイロ連邦大学名誉博士 ブラジル

18
1993.2.17

国立 ロー マス・デ ・サモ ーラ大学 名 誉博 士
アルゼンチン

19 国立ローマス・デ・サモーラ大学法学部名誉教授

20 1993.2.19 国立コルドバ大学名誉博士 アルゼンチン

21 1993.2.22 国立アスンシオン大学哲学部名誉博士 パラグアイ

22 1993.2.26 サンパウロ総合大学名誉客員教授 ブラジル

23 1993.3.1 パラナ連邦大学名誉博士 ブラジル

24 1993,3.3 デル・バーリエ大学名誉博士 ボリビア

25 1993.11.4 深明大学名誉教授 中国
26 1994.1.20 新彊ウイグル自治区博物館名誉教授 中国
27 1994.5.19 国際大学名誉博士 ロシア

28 1994.6.1 ボローニャ大学博士 イタリア

29 1994.6.15 グラスゴー大学名誉博士 イギリス

30 1994.8.12 新彊大学名誉教授 中国
31 1994.11.22 厘門大学名誉教授 中国
32 1995.9.30 ノース大学名誉教育学博士 南アフリカ
33 1995.11.2 トリブバン大学名誉文学博士 ネパール

34 1995.11.14 マカオ大学名誉社会科学博士 中国(マカオ)
35 1996,3.14 香港大学名誉文学博士 中国(香港)
36 1996.4.2 新彊大学名誉学長 中国
37 1996.6.8 デンバー大学名誉教育学博士 アメリカ

38 1996.6.25 ハバナ大学名誉文学博士 キューバ

39 1996.8.29 ガーナ大学名誉法学博士 ガ ーナ

40 1996.11.2 極東大学名誉博士 ロシア

41 1996.11.17 中山大学名誉教授 中国
42 1997.2.20 吉林大学名誉教授 中国
43 1997.3.18 デ・ラ・サール大学名誉人文学博士 フィリピン

44 1997,5.5 ケラニア大学名誉文学博士 スリランカ

45 1997.5.12 上海大学名誉教授 中国
46 1997.10.6 内蒙古大学名誉教授 中国
47 1997.11.8 モンゴル国立大学名誉人文学博士 モンゴル

48 1998。2.11 マニラ市立大学名誉人文学博士 フィリピン

49 1998.3.18 モロン大学名誉博士 アルゼンチン

50 1998.4.2 ロシア国立高エネルギー物理研究所名誉博士 ロシア

51 1998.4.29 リオデジャネイロ州立大学名誉博士 ブラジル

52 1998.5.15 慶煕大学名誉哲学博士 韓国
53 1998,7.4 忠清大学名誉教授 韓国
54 1998.7.24 リカルド・パルマ大学名誉博士 ペ ノレー

55 1998.7.24 教育学博士協会名誉博士 ペ ノレー

56 1998.11.1 延辺大学名誉教授 中国
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No. 受 章年月 日 授章大学 ・学位 国

57 1998,11.25 南開大学名誉教授 中国
58 1998.11.30 北パラナ大学名誉博士 ブラジル
59 1998.12.13 デリー大学名誉文学博士 インド
60 1999.1.15 フローレス大学名誉博士 アルゼンチン
61 1999.4.5 四川大学名誉教授 中国
62 1999.4.17 国 立フェデリコ・ビヤレ・アル大 学名 誉 博士 ペ ノレ・一

63 1999,5.17 国立済州大学名誉文学博士 韓国
64 1999.6.12 サンタクルス ・デ ・ラ・シエラ大学 名誉 博士 ボリビア
65 1999.7.24 東北大学名誉教授 中国
66 1999,8.24 キルギス東洋言語文化大学名誉教授 キルギス
67 1999.9.4 国立ペルー中央大学名誉博士 ペル ー

68 1999.9.10 湖南師範大学名誉教授 中国
69 1999.10.25 国立ローマス・デ ・サモーラ大学社会学部名誉教授 アルゼンチン
70 1999.10.27 国立コマウエ大学名誉博士 アルゼンチン
71 1999.12.16 南京大学名誉教授 中国
72 2000.1.6 サンクトベテルブルク大学名誉博士 ロシア

73 2000.1.15 デラウェア大学名誉人文学博士 アメリカ
74 2000.1.18 ニュー ヨー ク市立大 学クイー ンズ ・カレッジ名 誉人 文学 博 士 アメリカ
75 2000.1.28 グアム大学名誉人文学博士 アメリカ
76 2000.2.5 アンヘレス大学名誉人文学博士 フィリピン

77 2000.2.8 中央民族大学・名誉教授 中国
78 2000,2.19 広東外語外貿大学名誉教授 中国
79 2000.2.27 国立ノルデステ大学名誉博士 アルゼンチン
80 2000.3.10 東北師範大学名誉博士 中国
81 2000.3.21 国立ヤクーツク大学名誉教授 ロシア・サバ共和 国

82 2000.4.17 ラテン・アメリカ工科大学名誉博士 エルサルバドル

83 2000.4.22 内蒙古芸術学院最高名誉教授 中国
84 2000.4.24 サンスクリット教育学院名誉博士 インド
85 2000.5.5 モンゴル文学大学名誉学長 モンゴル
86 2000。5.11 北京行政学院名誉教授 中国
87 2000.6.27 雲南大学名誉教授 中国
88 2000.8.25 華南師範大学名誉教授 中国
89 2000.8.26 ブンデルカンド大学名誉文学博士 インド
90 2000.9.1 スリア大学名誉博士 ベネズエラ

91 2000.9.13 パナマ大学名誉博士 パナマ
92 2000.10.15 ブンデルカンド大学社会科学部終身名誉教授 インド
93 2000。11.5 サイアム大学名誉行政学博士 タイ
94 2000.11.13 トンガ国立教育大学・科学技術大学教育学名誉教授 トンガ
95 2000.11.24 シドニー大学名誉文学博士 オ ーストラリア
96 2000,11.29 国立プトラ大学名誉文学博士 マ レーシア

97 2000.12.7 香港中文大学名誉社会科学博士 中国(香港)
98 2000.12.25 モンゴル国立文化芸術大学名誉博士 モンゴル
99 2001.1.20 プルバンチャル大学名誉文学博士 インド

100 2001.2.16 広東省社会科学院名誉教授 中国
101 2001.4.2 西北大学名誉教授 中国
102 2001.4.28 安徽大学名誉教授 中国
103 2001.5.8 カルロス・アルビズ大学名誉行動科学博士 米 ・プエル トリコ
104 2001.5.14 カラコルム大学名誉博士 モンゴル
105 2001.6.1 福建師範大学名誉教授 中国
106 2001.6.14 華僑大学名誉教授 中国
107 2001,7.14 盛南大学名誉教授 中国
108 2001.7.19 北マリアナ大学名誉教授 米 ・北マリアナ諸 島連 邦
109 2001.10.5 蘇州大学名誉教授 中国
110 2001.10.23 遼寧師範大学名誉教授 中国
111 2001.10.27 南フィリピン大学名誉人文学博士 フィリピン

112 20◎1.11.18 広州大学名誉教授 中国
113 2001.12.8 慶州大学名誉教授 韓国
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No. 受 章年月 日 授章大学 ・学位 国

114 2001.12.15 国立昌原大学名誉教育学博士 韓国
115 2001.12.20 国際カザフ・トルコ大学名誉教授 カザフスタン

116 2002.2.15 サンティアゴ工科大学名誉博士 ドミニカ共和国
117 2002.2.20 カマール・アッテンーン・ヒラサしド記念 国立美術 大 学名 誉教 授 ウズベキスタン
118 2002.3.9 遼寧社会科学院首席研究教授 中国
119 2002.3.14 アラネタ大学名誉人文学博士 フィリピン

120 2002.3.19 王立プノンペン大学名誉教授 カンボジア

121 2002.4.1 遼寧大学名誉教授 中国
122 2002.4.7 モアハウス大学名誉人文学博士 アメリカ

123 2002.4.21 青島大学名誉教授 中国
124 2002.4.27 チャトラパティ・シャフジ・マハラジ大学名誉文学博士 インド

125 2002.5.18 ケニヤッタ大学名誉人文学博士 ケニア

126 2002.5.25 黒龍江省社会科学院名誉教授 中国
127 2002.6.8 モスクワ大学名誉教授 ロシア

128 2002.6.23 南京師範大学名誉教授 中国
129 2002.6.28 徐羅伐大学名誉教授 韓国
130 2002.8.26 ヒマーチャル・プラデーシュ大学名誉文学博士 インド

131 2002.9.28 中国人民大学名誉教授 中国
132 2002.10.6 中国科学技術大学名誉教授 中国
133 2002.11.2 漸江大学名誉教授 中国
134 2002.11.20 シヒホトグ法律大学名誉博士 モンゴル

135 2002.11.28 キエフ国立貿易経済大学名誉博士 ウクライナ

136 2002.12.2 東亜大学名誉哲学博士 韓国
137 2002.12.12 上海外国語大学名誉教授 中国
138 2002.12.21 上海社会科学院名誉教授 中国
139 2003.1.18 バラティダッサン大学名誉文学博士 インド
140 2003.2.23 国立ピウラ大学名誉博士 ペ ノレー

141 2003.3.24 中国文化大学名誉哲学博士 台湾
142 2003.4.15 大連外国語学院名誉教授 中国
143 2003.4.19 コルンビア・デル ・パラグアイ大学名誉社会学博士 パラグアイ

144 2003。9.27 国立ホルへ ・バサドレ・グロマン大学名誉博士 ペル ー

145 2003.10.8 西北師範大学名誉教授 中国
146 2003.10.18 光州女子大学名誉教授 韓国
147 2003.10.24 上海交通大学名誉教授 中国
148 2003.12.16 チャップマン大学名誉人文学博士 アメリカ

149 2003.12.24 肇慶学院名誉教授 中国
150 2004.1.10 北極文化芸術国立大学名誉教授 ロシア ・サバ共 和 国

151 2004.2.24 ラビンドラ・バラティ大学名誉文学博士 インド
152 2004.2.28 ミネラルエリア大学人文学名誉教授 アメリカ

153 2004,3.19 国家検察官学院名誉教授 中国
154 2004.3.29 屏東科技大学名誉農学博士 台湾
155 2004.4.1 ブリャート国立大学名誉教授 ロシア・ブリャー ト共 和 国

156 2004.4.14 パラナ州立ロンドリーナ大学名誉博士 ブラジル
157 2004.5.5 サン・フランシスコ・ハビエル ・デ ・チュキサカ大学 名誉 博士 ボリビア

158 2004.5.29 石油大学名誉教授 中国
159 2004.6.6 キャピトル大学名誉人文学博士 フィリピン

160 2004.6.26 上海杉達学院名誉教授 中国
161 2004.7.22 ヨルダン大学名誉入文学博士 ヨルダン・ハ シム王 国

162 2004.9.20 グアダラハラ大学名誉博士 メキシコ

163 2004.9.26 福建社会科学院名誉教授 中国
164 2004.10.3 長春大学名誉教授 中国
165 2004.10.16 曲阜師範大学名誉教授 中国
166 2004,11.4 オシ国立大学名誉教授 キルギス
167 2004,11.23 百済芸術大学名誉教授 韓国
168 2004,12.17 オトゴンテンゲル大学名誉博士 モンゴル

169 2005,1.21 北マリアナ大学名誉学長 米 ・北マリアナ諸 島連 邦

170 2005,1.22 エンリケ ・グスマ ン・イ ・バ イェ国 立教 育大 学名 誉博 士 ペ ノレー
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表B

受章した名誉学術称号の数

No, 学位名 受章数

1 名誉教授 68

2 名誉博士 43

3 名誉文学博士 15

4 名誉人文学博士 14

5 名誉学長 3

6 名誉教育学博士 3

7 名誉哲学博士 3

8 名誉社会科学博士 2

9 名誉法学博士 2

10 教育学名誉教授 1

11 最高客員教授 1

12 最高名誉教授 1

13 最高名誉博士 1

14 社会学部終身名誉教授 1

15 社会学部名誉教授 1

16 首席研究教授 1

17 人文学名誉教授 1

18 哲学部名誉教授 1

19 博士(ボ ローニャ大学) 1

20 法学部名誉教授 1

21 名誉客員教授 1

22 名誉行政学博士 1

23 名誉研究教授 1

24 名誉行動科学博士 1

25 名誉社会学博士 1

26 名誉農学博士 1

年ごとの受章数

西暦 受章数

1975 1

1981 2

1984 2

1987 1

1990 3

1991 3

1992 4

1993 9

1994 6

1995 3

1996 7

1997 6

1998 12

1999 12

2000 27

2001 17

2002 23

2003 11

2004 19

2005 2

※ 表A、 表Bの 内容 は2005年IE現 在。
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